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本
説
を
も
っ
て
説
く
古
今
注
ひ
と
つ

l
l三
手
文
庫
蔵
『
古
今
秘
抄
』
考
l
l

近

本

謙

介

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
に
、
『
古
今
秘
抄
』
と
題
さ
れ
る
一
書
が
あ
る
。
『
古
今
集
』
か
ら
四
十
首
ほ
ど
を
抜
き
出
し
て
注
が
施
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
豊
富
に
本
説
と
し
て
の
物
語
や
故
事
を
引
く
も
の
で
、
中
世
の
文
芸
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
て
い
る

『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
や
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
等
の
系
譜
を
引
く
末
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
書
に
従
え
ば
、
成
立
は
天
文
十
三
五
四
一
）
年
以
前
と
な
り
、
末
尾
が
三
鳥
三
木
の
秘
事
を
意
識
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
点

な
ど
は
、
室
町
期
の
他
の
古
今
注
と
の
比
較
の
上
で
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
四
十
首
程
の
歌
注
を
巻
の
構
成
に
従
う
で
も

な
く
抜
書
す
る
形
態
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
犯
こ
こ
で
は
『
古
今
秘
抄
』
が
引
く
本
説
を
取
り
上
げ
て
、
中
世
の
学
問
・
教
養
の

書
さ
ら
に
他
の
文
芸
作
品
と
の
接
点
と
し
て
の
様
相
を
探
っ
て
み
た
い
。
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十
五
世
紀
末
に
著
さ
れ
た
、
中
世
室
町
期
の
学
問
・
教
養
の
範
聞
を
示
す
書
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
塵
荊
紗
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
の
巻
六
「
吾
国
劫
初
事
」
に
、
日
本
の
国
名
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。

（
中
略
）
古
今
ノ
註
ニ
ハ
是
ハ
此
山
城
ノ
伏
見
ニ
ハ
非
ズ
。
大
和
国
ニ
菅
原
ト
云
里
ア
リ
。
左

而
加
様
ニ
又
日
本
記
ニ
日
ク
、
安
康
天
皇
崩
ジ
テ
菅
原
伏
見
野
ノ
陵
ニ
葬
ス
ル
在
処
也
ト
。
後
撰
集
ニ
モ
、
菅
原
哉
伏
見
乃
暮
爾

又
吾
朝
ヲ
伏
見
ト
云
儀
ア
リ
。

見
渡
勢
バ
霞
爾
摩
加
宇
小
初
瀬
乃
山
ト
ヨ
メ
リ
。
山
城
ノ
伏
見
ニ
テ
ハ
彼
ノ
山
見
ベ
カ
ラ
ズ
ト
也
。

物
事
を
説
く
た
め
の
典
拠
と
し
て
古
今
注
・
日
本
紀
・
後
撰
集
と
い
っ
た
注
釈
・
神
事
一
一
回
・
歌
集
が
並
立
的
に
機
能
し
得
る
こ
と
を
端

的
に
示
す
例
と
い
え
よ
う
。

同
じ
く
『
塵
荊
紗
』
巻
六
「
天
盤
戸
－
一
閉
龍
給
シ
事
」
に
は
、

「
檀
ノ
円
木
ヲ
橋
－
一
懸
ケ
五
百
箇
ノ
真
賢
木
ヲ
握
一
一
シ
テ
、
上
ツ
校

ニ
ハ
玉
ヲ
掛
、
中
津
校
ニ
日
像
鏡
ヲ
掛
、
下
校
ニ
ハ
青
和
弊
、
白
和
弊
ヲ
掛
テ
」
と
い
っ
た
『
日
本
書
紀
』
に
依
拠
し
た
記
述
が
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
『
古
今
秘
抄
』
の
「
御
賀
玉
木
」
に
つ
い
て
説
く
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、
古
今
注
の
世
界
で
は
切
紙
口
伝
に
み

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

歌
学
書
が
、
『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
な
が
ら
も
、

し
ば
し
ば
そ
の
説
の
根
拠
を
「
日
本
紀
」
に
求
め
る
事
は
、

『
奥
義
抄
』
を
は
じ
め
と
し
て
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
の
世
界
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
説
が
、
室
町
期
に
中
世
の
学
問
・
教

養
の
書
の
中
に
集
成
さ
れ
て
綴
ら
れ
る
と
い
っ
た
現
象
は
、
大
枠
と
し
て
認
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。



『
古
今
集
』
巻
十
・
四
三
一

「
み
よ
し
の
L
芳
野
の
た
き
に
う
か
ひ
出
る
あ
は
を
か
た
ま
の
き
ゆ
と
み
つ
ら
ん
」
に
施
さ
れ
た
『
古

今
秘
抄
』
の
注
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

本説をもって説く古今注ひとつ

お
か
た
ま
の
木
の
校
に
金
の
鈴
を
付
て
と
い
ふ
事
あ
り
。
こ
れ
は
神
の
社
を
造
営
の
時
は
、
金
鈴
を
松
に
付
て
七
ヶ
月
の
御
神

儀
有
て
、
此
鈴
を
振
立
、
神
楽
を
う
た
ひ
、
社
ヘ
神
を
い
れ
奉
ら
る
。
こ
の
松
を
御
賀
玉
の
木
と
い
へ
り

o
U判
凶
叶
剖
刻
剖
川

ふ
鬼
の
限
を
松
に
お
き
、
御
門
御
実
検
し
給
ひ
し
事
あ
る
よ
り
の
ま
な
ひ
う
っ
せ
る
也
。
神
の
こ
L
ろ
も
お
た
や
か
に
諸
人
も
安

駄
な
り
し
と
い
へ
る
よ
り
、
そ
の
限
の
玉
を
ま
ね
て
、
金
の
鈴
を
付
る
な
り
。

御
賀
玉
の
木
す
な
わ
ち
松
の
枝
に
、
金
の
鈴
を
付
け
て
神
の
心
を
鎮
め
諸
人
の
安
泰
を
祈
念
す
る
と
い
う
故
事
が
記
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
他
の
『
古
今
集
』
同
歌
の
注
に
見
当
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

事
典
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
中
世
の
知
識
・
教
養
の
集
成
と
も
い
え
る
『
塩
嚢
紗
』
の
巻
六
に
盤
打
の
因
縁
が
語
ら
れ
る
が
、
そ

の
説
は
『
古
今
秘
抄
』
の
記
す
故
事
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
M
V
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M
V

ユ
ウ

ar
ク
チ
ヤ
ウ

世
ニ
流
布
ノ
説
、
量
治
ガ
頭
へ
ヲ
、
強
杖
之
玉
ト
テ
打
ト
云
リ
。
是
ハ
漢
土
ノ
儀
ヲ
学
ヒ
侍
P
。
十
節
録
＝
目
、
黄
帝
ト
興
一
畠
尤
－

合
ニ
戦
ス
子
舵
泉
之
既
刊
量
尤
有
二
銭
身
↓
黄
帝
ノ
町
則
不
v
科
肝
黄
帝
仰
テ
V

天
E

－
私
一
マ
フ
之
ヲ
時
、
玉
女
降
テ
V

自
v
天
お
附
ス
。
皆
が

ガ
身
如
v
湯
ノ
解
テ
、
被
v敏
サ
畢
ヌ
。
何
テ
取
テ
ニ
畠
尤
ヵ
頭
へ
ヲ
一
駒
山
ッ
v
之
ヲ
取
v
限
ヲ
射
J
之
ト
云
云
。
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又
一
去
、
今
ノ
鋭
的
是
也
ト
。
彼
ニ
例
シ
テ
漢
土
一
一
、
年
始
一
一
用
ニ
ν
ハ
件
／
事
三
園
中
－
一
五
ニ
凶
事
ト
云
云
。
の
テ
日
本
園
ニ
モ
学

タ
マ
キ
ハ
ル

テ
－
一
其
例
ヲ
一
年
始
ニ
打
ニ
撞
杖
ヲ
一
ト
云
リ
。
又
此
玉
ヲ
和
語
ニ
ハ
、
玉
魁
春
ト
一
再
ト
申
ス
説
ア
リ
。

遊
戯
の
強
打
の
濫
鰭
を
、
出
虫
A

ん
の
頭
を
打
ち
、
眼
を
射
た
事
に
基
づ
く
と
す
る
わ
け
だ
が
、
年
始
に
こ
れ
を
行
っ
て
「
圏
中
ニ
宏
一
一

凶
事
こ
す
る
こ
と
な
ど
は
、
「
神
の
こ
・
ふ
ろ
も
お
た
や
か
に
諸
人
も
安
鉢
な
り
」
と
基
底
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

類
似
の
発
想
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
い
ま
ひ
と
つ
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
中
世
日
本
一
蛇
の
範
障
に
入
る
一
書
『
日
本
記
一

〈

5
V

取
意
文
』
に
お
い
て
は
、
諸
神
が
第
六
天
の
魔
王
を
撃
退
し
た
後
を
語
る
箇
所
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

神
代
巻

又
モ
帰
来
事
モ
ヤ
有
ト
テ
、
八
百
万
ノ
神
達
五
九
祈
際
王
ノ
火
印
ヲ
結
ヒ
、
魔
王
ノ
跡
ヲ
究
誼
シ
玉
ヘ
ハ
、
百
億
ノ
火
モ
エ
カ

、
ル
、
彼
ノ
跡
ヲ
焼
事
キ
、
八
重
垣
ヲ
シ
テ
、
千
々
ノ
注
連
ヲ
引
キ
、
内
放
ヒ
ヲ
シ
、
七
尺
一
一
棚
ヲ
構
へ
、
魔
王
ノ
形
ヲ
作
テ
串
ニ

サ
シ
、
頭
ニ
八
ノ
銅
ヲ
サ
シ
、
三
十
六
万
ノ
春
属
ヲ
作
テ
、
千
々
ノ
都
ヲ
以
テ
縛
リ
、
百
丈
ノ
臨
（
ニ
）
昨
ヲ
付
テ
、
八
百
万
ト

ユ

キ

カ

ブ

ラ

云
神
名
ヲ
室
田
子
記
シ
テ
、
魔
王
ノ
行
ツ
ル
方
ニ
放
シ
玉
ヘ
ハ
、
八
百
万
（
ノ
）
鏑
矢
、
雨
ノ
足
（
ノ
）
如
シ
テ
、
魔
王
ノ
春
罵
ヲ

皆
退
治
ス
。
瑚
引
制
硯
川
割
η刻
刻
到
叶
劃
刻
刻
割
引
制
川
阿
川
副
利
川
酬
也
。

「
及
打
玉
、
室
尤
カ
頭
ヲ
打
ト
児
誼
ス
ル
」
た
め
に
魔
王
の
形
代
の
頭
を
打
ち
破
り
、
こ
れ
が
魔
王
の
再
来
を
防
ぎ
地
上
を
安
穏
た

ら
し
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
唐
突
の
感
を
免
れ
な
い
が
、
先
の
『
壇
嚢
紗
』
を
念
頭
に

お
く
と
、
こ
の
よ
う
な
兇
誼
を
す
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
こ
と
に
な
る
。

『
古
今
秘
抄
』
に
お
い
て
は
、
金
の
鈴
を
最
尤
の
眼
に
見
立
て
る
な
ど
独
自
の
展
開
を
み
せ
て
い
る
が
、
安
穏
を
も
た
ら
す
た
め
の



行
い
と
い
う
発
想
の
出
発
点
と
し
て
、
強
打
に
も
結
び
付
い
た
量
尤
の
故
事
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
故
事

が
展
開
し
な
が
ら
、
古
今
注
や
神
書
と
い
っ
た
領
域
に
顔
を
出
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
量
尤
の
故
事
が
か
な
り
広
範
な
展
開
を
み
せ
て
い
る
事
を
思
う
と
、

「
又
荷
都
に
は
大
な
る
球
丁
の
玉
を
つ
く
っ
て
、
こ
れ
は

平
相
国
の
か
う
べ
と
な
づ
け
て
、
『
う
て
、

ふ
め
』
な
ど
ぞ
申
け
る
」
（
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
五
・
奈
良
炎
上
〉
や
「
四
方
の
草
木

を
ば
平
家
の
一
類
と
名
づ
け
、
大
木
二
本
あ
り
け
る
を
一
本
を
ば
清
盛
と
名
づ
け
、
太
万
を
抜
き
て
、
散
々
に
切
り
、
ふ
と
こ
ろ
よ
り

本説をもって説く古今注ひとつ

一
つ
を
ば
重
盛
が
首
と
名
づ
け
、

一
つ
を
ば
清
盛
が
首
と
て
懸
け
ら
れ
け

盤
杖
の
球
の
様
な
る
物
を
と
り
出
し
、
木
の
枝
に
か
け
て
、

る
」
（
『
義
経
記
』
巻
一
・
牛
若
貴
船
詣
の
事
）
な
ど
岡
山
単
に
正
月
の
遊
戯
と
し
て
の
盤
打
を
ま
ね
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
前
述

の
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
て
、
平
家
殊
に
清
盛
に
量
元
の
像
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て
く
る
。

四

次
に
、
『
古
今
秘
抄
』
の
語
る
本
説
と
他
の
中
世
の
文
芸
と
の
接
点
を
、
表
現
レ
ベ
ル
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
古
今
集
』
巻
一
・
二
九
「
遠
近
の
立
き
も
し
ら
ぬ
や
ま
な
か
に
お
ほ
つ
か
な
く
も
よ
ふ
こ
鳥
か
な
」
は
、
次
の
よ
う
な
本
説
に
よ

っ
て
注
せ
ら
れ
て
い
る
。

お
も
て
は
鳥
に
き
こ
え
て
、
実
は
人
間
の
事
な
り
。
け
い
た
ん
国
の
帝
の
御
子
、
か
た
せ
こ
の
御
時
、
母
に
お
く
れ
給
ひ
て
、

母
善
悪
を
覚
へ
給
わ
す
。
七
才
の
御
時
、
雀
の
子
の
母
に
あ
っ
か
わ
る
与
を
御
讃
し
て
、
か
く
の
こ
と
き
鳥
類
さ
へ
、
母
と
い
ふ

5 

も
の
を
持
に
、
わ
れ
は
い
か
に
し
て
母
は
な
き
と
御
尋
ね
あ
り
け
れ
は
、
臣
下
と
も
御
わ
か
れ
の
様
鉢
有
の
ま
L
に
申
け
れ
は
、
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揮
は
母
を
尋
ね
ん
と
て
、
俄
に
変
し
給
ひ
て
、
母
の
ゆ
く
ゑ
を
よ
ひ
給
ふ
。
春
の
す
ゑ
に
は
つ
か
う
／
＼
と
な
く
烏
有
。
た
つ
き

も
し
ら
ぬ
と
は
、
使
も
し
ら
ぬ
な
り
。
か
く
の
こ
と
く
、
前
後
も
し
れ
ぬ
山
中
に
、
母
の
幽
霊
を
よ
ふ
こ
へ
も
の
す
こ
く
、

お
ほ

つ
か
な
け
れ
は
、
担
こ
そ
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
や
ま
な
か
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ふ
こ
鳥
か
な
と
よ
め
る
な
り
。

類
似
の
本
説
を
記
す
古
今
注
は
多
い
が
、
「
呼
子
鳥
」
の
本
説
の
一
般
的
な
も
の
は
、
『
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

「
ふ
と
油
断
し
た
ス
キ
に
我
が
子
を
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
親
が
、
『
我
が
子
』
と
鳴
き
な
が
ら
子
を
呼
ん
で
呼
子
鳥
と
な
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
子
を
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
、

『
宝
物
集
』
や
『
沙
石
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
良
弁
説
話
に
広
く
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
古
今
注
の
記
す
本
説
の
常
と
し
て
、
同
種
の
本
説
で
あ
っ
て
も
同
文
的
に
一
致
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
と
い
え
る
が
、

両
書
の
記
す
本
説
を
比
較
す
る
と
固
有
名
詞
に
異
同
が
あ
る
の
に
加
え
、
鳥
と
な
る
の
が
我
が
子
を
鷲
に
取
ら
れ
た
親
で
は
な
く
、

『
古
今
秘
抄
』
で
は
子
が
鳥
と
な
っ
て
母
親
を
探
す
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
『
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
や
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
が

記
す
本
説
を
元
の
形
と
す
る
と
、

『
古
今
秘
抄
』
の
も
の
は
一
種
の
詑
伝
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

『
古
今
秘
抄
』
の
傍
線
部
は
他
の
古
今
注
の
本
説
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
類
似
し
た
要
素
を
他
の
中
世
文
芸
の
中
に
見
出
す
こ
と
が

ハ
7
）

で
き
る
。
説
経
『
か
る
か
や
』
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

花
の
小
枝
に
、
燕
と
申
す
鳥
が
、
十
二
の
か
ひ
ご
を
育
て
て
に
、
（
中
略
）
石
童
丸
は
聞
こ
し
め
し
、
「
あ
の
如
く
に
、
天
を
飛

ぶ
燕
さ
よ
、
地
を
這
ふ
け
だ
も
の
、
ろ
う
か
山
野
の
う
ろ
く
づ
ま
で
も
、
父
よ
母
よ
と
ま
し
ま
す
が
、
千
代
鶴
姫
や
石
童
丸
に
は
、

母
と
い
ふ
字
ま
し
ま
せ
ど
、
父
と
い
う
字
が
御
ざ
な
い
よ
」



鳥
類
の
親
子
の
思
愛
の
姿
を
み
て
、
我
が
身
と
引
き
比
べ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
酷
似
し
た
展
開
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
説
経
に

は
「
石
童
丸
は
聞
こ
し
め
し
」
の
よ
う
な
独
特
な
言
い
回
し
が
み
ら
れ
る
が
、

『
古
今
秘
抄
』
傍
線
部
に
も
「
御
讃
し
て
」
、
「
御
尋
ね

あ
り
け
れ
は
」
の
よ
う
な
、
そ
れ
に
類
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。

「
古
今
秘
抄
』
の
呼
子
鳥
の
本
説
が
一
度
口

承
の
世
界
を
経
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
物
語
が
「
詑
伝
」
へ
と
改
変
さ
れ
る
経
過
を
考
え
る
上
で
、
無
視
で
き

な
い
現
象
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

本説をもって説く古今注ひとつ

鳥
類
の
親
子
の
恩
愛
の
姿
を
物
語
の
展
開
の
中
で
持
ち
出
し
て
く
る
の
は
、
説
経
が
そ
の
は
じ
め
で
は
な
い
。
す
で
に
『
神
道
集
』
、

「
三
嶋
之
大
明
神
之
事
」
に
次
の
よ
う
に
み
え
て
お
足

或
時
清
政
長
者
、
南
面
ニ
立
出
テ
前
栽
ノ
方
ヲ
見
タ
マ
へ
ハ
、
雀
ト
申
小
鳥
ヵ
贋
縁
ノ
垂
木
－
一
品
懸
ケ
テ
子
ヲ
養
－
一
、
妻
烏
立
テ
夫
鳥
居

替
、
夫
烏
立
妻
鳥
居
替
ル
O

長
者
此
ヲ
御
讃
シ
テ
、
心
ノ
内
ニ
思
丸
、
正
ノ
裟
婆
世
ノ
界
ハ
、
憂
世
ノ
習
ニ
テ
、
悲
ミ
多
咋
処
也
。
而
ν
ハ

烏
タ
ニ
モ
子
ヲ
儲
ケ
テ
育
ニ
立
有
様
態
過
、
亦
孝
養
報
恩
ヲ
愛
ヘ
キ
ヵ
、
鳥
タ
ニ
モ
岐
レ
程
ニ
子
ヲ
糸
惜
シ
テ
ソ
成
長
シ
ツ
ル
一
一
、
何
レ
ハ

清
政
ハ
此
世
－
一
楽
キ
身
ト
シ
テ
、
男
子
ニ
テ
モ
女
子
一
一
テ
ミ
子
ト
一
五
者
ヲ
更
－
一
持
ヌ
コ
ソ
悲
ヶ
レ
。

さ
ら
に
お
伽
草
子
『
み
し
ま
』
に
も
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
親
の
方
が
鳥
類
の
様
を
み
る
と
い
う
点
で
異
な
る
が
、
一
二
嶋
之
大
明

神
の
本
地
物
語
が
、
良
弁
説
話
を
下
敷
き
に
し
て
子
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
と
い
っ
た
要
素
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
古
今
注
に
お
け

る
呼
子
鳥
の
本
説
の
形
成
と
も
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。

7 
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五

『
伊
勢
物
語
』
百
十
七
段
は
、
『
奥
義
抄
』
や
『
袋
草
紙
』
に
引
か
れ
、
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
な
ど
の
伊
勢
物
語
注
、
さ
ら
に

は
『
古
今
和
歌
集
序
聞
書
三
流
抄
』
や
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
な
ど
の
古
今
注
の
世
界
に
も
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
流
布
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
秘
伝
書
『
玉
伝
深
秘
巻
』
の
成
立
で
あ
っ
た
こ
と
は
三
輪
正
胤
氏
、
片
桐
洋
一
氏
が
詳
細
に
説
か
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

『
玉
伝
深
秘
巻
』
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
を
詳
し
く
物
語
化
し
て
、

天
安
元
年
正
月
廿
八
日
、
文
徳
天
皇
住
吉
に
行
幸
あ
り
し
に
、
業
平
供
奉
侍
き
。
子
時
中
将
恵
風
冷
く
し
て
神
魂
天
に
か
け
り
。

人
み
な
あ
や
し
み
て
社
壇
を
ま
ぶ
る
。
業
平
玉
壇
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
、

い
は
く
、

我
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住
吉
の
岸
の
姫
松
い
く
よ
へ
ぬ
ら
む

と
は
v
続
い
て
「
赤
衣
の
童
子
」
と
変
じ
た
住
吉
明
神
の
「
む
つ
ま
し
と
君
は
し
ら
な
み
瑞
篠
の
ひ
さ
し
き
世
よ
り
い
は
ひ
そ
め
て

き
」
の
返
歌
を
記
し
て
い
る
。

さ
て
、

『
伊
勢
物
語
』
百
十
七
段
の
歌
の
贈
答
を
物
語
の
一
要
素
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
に
、
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
住
吉

縁
起
』
お
よ
び
そ
の
異
本
の
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
住
吉
の
本
地
』
絵
巻
三
軸
が
あ
る
。
両
書
に
は
共
に
謡
曲
『
白
楽
天
』
に
依
拠

す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
無
関
係
に
成
立
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ハロ〉

ま
ず
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
住
吉
の
本
地
』
を
み
る
と
、



み
か
と
の
御
寄
に

わ
れ
み
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
す
み
よ
し
の
き
し
の
ひ
め
松
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん

と
詠
し
給
へ
は
明
神
の
御
返
し

む
つ
ま
し
と
君
は
し
ら
な
み
み
つ
か
き
の
久
し
き
世
よ
り
い
は
ひ
初
め
て
き

と
よ
み
給
ふ
。

本説をもって説く古今注ひとつ

『
伊
勢
物
語
』
や
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
く
『
奥
義
抄
』
の
世
界
を
離
れ
て
は
い
な
い
。

同
じ
部
分
を
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
『
住
吉
縁
起
』
で
み
る
こ
と
に
す
る
。

と
あ
っ
て
、

か
の
や
し
ろ
に
、

は
し
め
て
、
き
ゃ
う
か
う
、
あ
そ
は
し
け
る
、
御
し
ん
は
い
、

そ
の
う
へ
、
天
安
の
比
か
と
よ
、

み
か
と
、

せ
う
え
う
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
あ
り
は
ら
の
な
り
平
、
く
ぶ
し
侍
り
け
る
か
、

こ
と
を
は
り
、
ま
つ
の
み
き
わ
に
、

っ
か
う
ま
つ

り
け
るわ
れ
み
て
も
、
久
し
く
な
り
ぬ
、
住
よ
し
の
、
き
し
の
ひ
め
ま
っ
、

い
く
代
ヘ
ぬ
ら
ん

と
き
こ
へ
け
れ
は
、
み
か
と
、
え
ひ
か
ん
あ
さ
か
ら
す
と
そ
、

き
し
の
ひ
め
ま
つ
を
は
、
わ
す
れ
草
と
も
、
申
な
り

た
う
し
ゃ
大
明
神
の
、
き
さ
き
に
て
お
は
し
ま
す
、
玉
よ
り
ひ
め
と
申
た
て
ま
つ
る
は
、
わ
た
つ
み
の
、
御
そ
く
女
な
る
か
、

ピコ

ゐ
に
は
と
こ
よ
の
園
に
、

か
へ
ら
れ
け
る
を
、
明
神
、
御
な
こ
り
を
を
し
み
給
ひ
て
、
お
な
し
く
、
と
こ
よ
の
く
に
に
い
ら
ん
と
、

9 

し
給
ひ
し
を
、
ゃ
を
よ
ろ
っ
ょ
の
神
た
ち
、
こ
れ
を
な
け
き
か
な
し
み
、

に
は
か
に
、
千
ほ
ん
の
ま
つ
を
う
へ
て
、
明
神
を
、
な
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く
さ
め
た
て
ま
つ
る

か
の
千
本
の
、
ま
つ
の
中
に
、
と
よ
玉
ひ
め
の
御
す
か
た
に
、
す
こ
し
も
た
か
は
さ
る
、
ま
つ
あ
り
、
明
神
、
こ
の
ま
つ
を
、

御
ら
ん
し
て
、
き
さ
き
の
事
を
は
、
わ
す
れ
給
ひ
に
け
り

そ
れ
よ
り
し
て
、
か
の
ま
つ
を
は
、
ひ
め
ま
っ
と
も
申
、
ま
た
は
、
わ
す
れ
草
と
も
、
申
な
り

冒
頭
で
、
住
吉
行
幸
を
「
天
安
の
比
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、

町
玉
伝
深
秘
巻
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

『
住
吉
の
木
地
』
と
の
前
後
関
係
を
軽
軽
に
論
じ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
両
書
が
依
拠
し
た
も
の
の
違
い
は
知
ら
れ
よ
う
。

『
住
吉
綾
起
』
は
初
め
の
傍
線
部
以
降
に
「
岸
の
姫
松
」
を
「
わ
す
れ
草
」
と
し
て
『
住
吉
の
本
地
』
に
は
な
い
物
語
を
語
る
が
、

こ
れ
は
何
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
古
今
秘
抄
』
の
『
古
今
集
』
巻
十
七
・
九
一
七
「
住
吉
と
あ
ま
は
つ
く
と
も
長
居
す
る
人
忘
れ
く
さ
お
ふ
と
い
ふ
な
り
」
に
付
さ

れ
た
注
は
、
「
わ
す
れ
草
と
い
ふ
こ
と
、
豆
町
に
よ
て
五
口
問
あ
り
」
と
し
て
、
「
廟
前
に
は
へ
た
る
草
」
・
「
名
荷
17
「
い
へ
こ
ほ
ち
た
る
後

の
古
屋
し
き
」
・
「
萱
草
」
の
四
義
を
あ
げ
、
五
つ
め
に
、

又
住
吉
の
忘
草
は
、
松
な
り
。
昔
、

か
た
そ
き
の
わ
か
れ
の
時
、
住
吉
明
神
思
ひ
に
沈
み
給
ふ
。
諸
神
、
住
吉
の
御
心
を
慰
め

ん
と
て
、
夜
の
聞
に
松
を
千
本
横
ら
れ
た
り
。
其
中
に
か
た
そ
き
の
姿
に
似
た
る
松
有
。
こ
れ
に
詠
入
て
、
か
た
そ
き
の
思
ひ
か
｝

わ
す
れ
給
ふ
に
よ
り
て
、
姫
松
と
も
、
忘
く
さ
と
も
松
を
い
ふ
な
り
。

の
よ
う
に
、
松
と
い
う
説
を
記
し
て
お
り
、
物
語
も
『
住
吉
縁
起
』
と
同
趣
の
も
の
で
あ
る
。
「
か
た
そ
き
」
（
社
の
棟
に
さ
し
出
た



木
）
を
明
神
の
恋
の
相
手
の
名
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
住
吉
縁
起
』
も
引
用
部
分
の
前
に
記
す
明
神
の
歌
「
夜
や
さ
む
き
衣
ゃ
う
す

き
か
た
そ
き
の
ゆ
き
あ
ひ
の
ま
に
霜
ゃ
を
く
ら
ん
」
に
屈
折
し
た
解
釈
を
与
え
て
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

忘
れ
草
に
多
義
を
あ
げ
て
説
く
注
は
多
く
、
『
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
や
、
『
初
雁
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
』
と
そ
の
別
紙
口
伝
と
さ

れ
る
『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
、
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
初
雁
文
庫
本
古
今
和
歌
集
注
』
を

例
に
と
る
と
、
「
人
の
は
か
に
生
る
草
」
・
「
か
ベ
に
生
る
草
」
・
「
若
荷
」
・
「
萱
草
」
と
な
っ
て
お
り
、
順
の
不
一
致
こ
そ
あ
れ
、
全
く

本説をもって説く古今注ひとつ

一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
第
五
義
に
つ
い
て
は
「
別
紙
在
此
」
と
し
て
、

『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
に
譲
っ
て
い
る
。

円
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
も
「
別
－
一
口
伝
ア
リ
。
但
シ
、
其
ノ
口
伝
ト
ハ
」
と
し
て
本
説
を
記
し
て
い
る
。
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』

は
四
義
ま
で
を
記
し
た
後
に
「
第
五
に
忘
草
と
い
ふ
事
有
。
可
尋
也
」
と
し
て
そ
れ
以
上
の
本
説
は
記
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
『
古
今
和
歌
集
謹
頂
口
伝
』
と
『
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
が
記
す
本
説
で
あ
る
が
、

円
弘
安
十
年
古
今
集
注
』
の
も
の
は
、

住
吉
明
神
の
春
属
た
ち
が
住
吉
の
浜
を
厭
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
の
を
、
明
神
が
槍
（
う
つ
、
ぎ
）
を
さ
し
て
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
さ
せ
た

こ
と
か
ら
「
依
v
之
民
ヲ
云
ニ
忘
草
ト
こ
と
い
う
も
の
で
、
『
古
今
秘
抄
』
が
記
す
本
説
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』

－
1

」
＋
J
R

、

t
t
 但

、
住
吉
に
か
ぎ
り
て
浦
に
よ
む
事
は
、
昔
、
住
吉
明
神
、
天
宮
を
奉
恋
て
天
へ
の
ぼ
ら
ん
と
し
給
け
れ
ば
、
八
百
万
神
た
ち

集
ら
せ
絵
ひ
て
、
此
神
を
と
H
A

め
た
て
ま
つ
ら
ん
為
に
大
唐
の
蔵
州
よ
り
今
の
萱
草
を
取
て
住
吉
の
き
し
に
一
夜
に
う
へ
給
し
か

ば
、
明
神
恋
を
忘
れ
て
日
本
に
と
H
A

ま
り
給
し
ゅ
へ
な
り
。

11 

（

H
H〉

と
あ
っ
て
、

『
古
今
秘
抄
』
の
本
説
は
こ
の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
『
住
吉
縁
起
』
の
語
る
物
語
も
位
置
付
け
ら
れ
る
の
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だ
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
古
今
和
歌
集
謹
頂
口
伝
』
は
住
吉
の
忘
草
を
「
今
の
査
草
」
’
と
す
る
の
み
で
、

未
だ
「
松
」
と
は
限
定
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

『
古
今
秘
抄
』
の
綴
る
本
説
は
、
こ
れ
が
「
住
吉
の
岸
の
姫
松
」
と
結
び
付
い
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
『
古
今
秘
抄
』
の
本
説
と
『
住
吉
縁
起
』
の
物
語
は
よ
り
近
接
し
た
関
係
に
あ
る

と
い
え
る
。

『
住
吉
縁
起
』
は
『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
か
ら
直
接
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
町
古
今
秘
抄
』
の
よ
う
な
、

住
吉
の
忘
草
を
松
と
す
る
古
今
注
の
本
説
を
も
と
に
こ
の
物
語
を
綴
っ
た
ら
し
い
。

『
古
今
秘
抄
』
の
よ
う
な
注
と
し
て
、
神
宮
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
古
今
為
家
抄
』
は
注
目
さ
れ
る
。
神
宮
文
庫
本
『
古
今
為
家
抄
』

は
、
他
の
い
わ
ゆ
る
『
為
家
抄
』
と
は
注
を
異
に
す
る
一
明
そ
こ
に
引
か
れ
る
注
は
『
古
今
秘
抄
』
と
の
近
さ
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ

「
人
を
葬
し
た
る
あ
と
に
生
た
る
草
」
・
「
名
荷
」
・
「
人
の
古
き
家
を
こ
ほ
ち
た
る
あ
と
の
草
」
・
「
く
わ
ん
草
」

と
、
『
古
今
秘
抄
』
と
そ
の
順
序
ま
で
一
致
し
た
四
義
を
あ
げ
て
、
「
五
に
は
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
一
物

る
。
忘
草
に
つ
い
て
、

今
、
此
す
み
よ
し
の
松
を
い
ふ
。
む
か
し
す
み
よ
し
の
明
神
、
あ
ま
の
小
や
ね
の
み
こ
と
に
契
を
む
す
ひ
給
し
に
、
す
て
に
此

み
こ
と
天
上
し
給
ひ
し
時
、
す
み
よ
し
御
名
残
を
し
た
ひ
給
ふ
。
あ
ま
の
小
屋
根
の
み
こ
と
の
う
へ
給
ふ
松
を
な
か
め
た
ま
ふ
て
、

御
な
く
さ
み
あ
り
。
し
た
ひ
／
’
＼
に
み
こ
と
の
事
を
わ
す
れ
さ
せ
給
ふ
と
て
、
松
を
す
み
よ
し
に
て
は
、
わ
す
れ
草
と
い
ふ
也
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
的
に
『
古
今
為
家
抄
』
と
い
わ
れ
る
も
の
の
同
歌
に
付
さ
れ
る
注
は
、

簡
単
な
も
の
で
あ
一
畑
山

「
つ
く
と
も
と
は
告
義
也
」
と
い
う

住
吉
に
お
け
る
忘
草
を
松
と
限
定
す
る
注
と
し
て
、
神
宮
文
庫
本
『
為
家
抄
』
と
『
古
今
秘
抄
』
と
の
近
さ
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
こ

で
も
本
説
の
内
容
は
、

「
あ
ま
の
小
や
ね
の
み
こ
と
」
と
す
る
点
、
さ
ら
に
松
は
そ
の
「
あ
ま
の
小
や
ね
の
み
こ
と
」
が
植
え
て
い
た



『
古
今
秘
抄
』
の
諸
神
が
住
吉
明
神
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
植
え
た
と
す
る
の
と
は
異
な
る
点
な
ど
、
異
同
が
大
き
い
。

や
は
り
、
『
住
吉
縁
起
』
の
記
す
物
語
は
、
『
古
今
秘
抄
』
と
も
っ
と
も
近
い
と
い
え
る
。
神
宮
文
庫
本
を
も
含
め
、
松
と
限
定
す
る

も
の
で
、

説
と
住
吉
明
神
の
物
語
が
結
び
付
く
の
は
、
時
代
が
下
っ
た
位
相
に
あ
る
ら
し
い
。

住
吉
の
忘
草
を
松
と
す
る
の
が
『
住
吉
縁
起
』
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
古
今
注
の
世
界
を
経
て
き
た
様
相
は
明
ら
か

に
で
き
た
か
と
思
う
。

本説をもって説く古今注ひとつ

『
住
吉
縁
起
』
に
お
け
る
『
住
土
日
の
本
地
』
と
の
独
自
異
文
の
依
拠
資
料
を
考
え
て
き
た
が
、
『
伊
勢
物
語
』
あ
る
い
は
『
奥
義
抄
』

あ
た
り
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
『
住
吉
の
木
地
』
と
、

『
玉
伝
深
秘
巻
』
や
古
今
注
の
世
界
で
の
秘
伝
に
関
わ
る
説
を
と
り
こ
ん
だ

『
住
吉
縁
起
』
と
で
は
、
こ
の
部
分
に
関
す
る
限
り
、
『
住
吉
の
本
地
』
を
『
住
吉
縁
起
』
が
書
き
換
え
た
と
考
え
る
方
が
自
然
か
と
思

わ
れ
る
。

.... 『

ノ、

『
古
今
秘
抄
』
が
室
町
物
語
の
本
文
改
変
に
つ
い
て
も
示
唆
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
本

説
は
注
釈
か
ら
物
語
へ
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
中
世
の
学
問
・
教
養
と
し
て
も
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
『
塵
荊
紗
』
第
四
で

ア
グ
マ

「
在
所
ヲ
住
吉
ト
云
事
ハ
東
へ
下
給
ベ
キ
ヲ
、
天
神
御
名
残
ヲ
惜
γ
、
天
ノ
大
弊
ト
云
物
一
一
忘
草
ヲ

は
住
吉
・
玉
津
嶋
を
説
く
中
で
、

扶
テ
、
御
戸
ニ
是
ヲ
引
給
へ
バ
、
東
へ
下
ノ
事
思
留
リ
、
愛
ニ
住
吉
ト
云
ヘ
リ
」
と
い
う
話
を
記
し
た
後
に
、

「
天
安
元
年
」
の
住
吉

行
幸
の
際
、
業
平
が
「
我
見
テ
モ
」
の
歌
を
詠
じ
、
明
神
が
「
童
形
ト
顕
現
」
し
て
、

「
睦
シ
ト
」
の
返
詠
を
な
し
た
と
い
う
『
玉
伝

13 

深
秘
巻
』
に
依
拠
し
た
記
述
を
し
て
お
り
、
こ
れ
な
ど
は
『
住
吉
縁
起
』
本
文
の
生
成
と
た
い
へ
ん
近
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
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し
こ
こ
で
の
本
説
と
し
て
の
物
語
の
内
容
は
、

『
古
今
秘
抄
』
と
も
『
住
吉
縁
起
』
と
も
完
全
に
一
致
す
る
訳
で
は
な
く
、
引
き
写
し

的
に
書
承
す
る
の
と
は
違
っ
た
、

「
詑
伝
」
を
生
み
や
す
い
環
境
の
下
で
こ
れ
ら
の
物
語
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
状
況
を
窺
わ
せ
る
。

『
月
庵
酔
醒
記
』
中
に
は
、
『
古
今
和
歌
集
濯
頂
口
伝
』
に
固
有
名
調
ま
で
一
致
し
た
住
吉
の
忘
れ
草
の
物
語
が
語
ら
れ
、
『
揚
鴫
暁

筆
』
第
二
十
二
「
忘
草
」
の
項
に
「
次
に
住
吉
の
山
市
に
よ
め
る
草
は
別
な
り
と
。
但
又
住
吉
の
岸
に
生
た
る
も
萱
草
な
り
と
も
い
へ

〈

却

〉

り
」
と
、
物
語
は
記
さ
な
い
な
が
ら
も
や
は
り
古
今
注
を
意
識
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
月
庵
酔
醒
記
』
中
に
は
若
荷
に
つ

い
て
説
く
際
に
周
利
盤
特
の
話
が
引
か
れ
、
そ
れ
は
『
法
華
経
直
談
紗
』
第
六
本
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
に
お
い
て
も
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
第
三
節
で
ふ
れ
た
『
壇
嚢
紗
』
を
含
め
、

お
よ
そ
中
世
室
町
期
の
教
養
が
集
成
さ
れ
て
い
る
い
か
な
る
書
物
と
も
、
古
今
注
の

本
説
が
無
縁
で
は
あ
り
得
な
い
状
況
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
在
り
方
は
お
そ
ら
く
は
一
方
通
行
で
は
な
く
、
相
互
に
影
響
し
あ

ぃ
、
接
合
さ
れ
抜
書
き
さ
れ
、
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
古
今
秘
抄
』
と
い
う
古
今
注
の
本
説
を
端
緒
と
し
て
、
室
町
の
学
問
・
教
養
・
物
語
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
き
た
が
、
他
に
『
古

今
秘
抄
』
が
引
い
て
い
る
、
古
今
注
に
お
い
て
は
あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
本
説
・
故
事
の
類
も
、
充
分
に
中
世
を
考
え
る
窓
た
り
得
る

は
ず
で
あ
る
。

注
（

1
）
 

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
詞
林
』
十
三
号
（
平
成
五
年
四
月
刊
行
予
定
〉
に
全
文
の
翻
刻
・
校
合
お
よ
び
解
題
を
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
本
稿
に
お
け
る
『
古
今
秘
抄
』
本
文
の
引
用
は
、
私
に
句
読
点
を
施
し
て
行
う
こ
と
に

す
る
。
『
塵
荊
紗
』
の
引
用
は
、
市
古
貞
次
編
古
典
文
庫
第
四
四
八
冊
（
昭
臼
〉
に
よ
る
。

（

2
〉



本説をもって説く古今注ひとつ15 

（

3
〉

『
塩
嚢
紗
』
の
引
用
は
、
演
回
敦
・
佐
竹
昭
広
・
笹
川
祥
生
共
編
『
摩
添
塩
嚢
紗
・
塩
嚢
紗
』
（
臨
川
書
店

は
『
麗
添
撞
嚢
紗
』
巻
九
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
正
義
氏
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
｜
i

太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て

l
」
（
『
文
学
』
昭
抑
制
・

ω）
以
来
、

紀
』
に
は
み
ら
れ
な
い
が
中
世
に
お
い
て
確
実
に
存
在
し
影
響
力
を
持
っ
た
神
話
・
伝
承
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

引
用
は
、
伊
藤
正
義
氏
「
『
日
本
記
一
神
代
巻
取
意
文
』
翻
刻
紹
介
」
〈
『
人
文
研
究
』
一
訂
昭
印
）
に
よ
る
。

『
平
家
物
語
』
・
『
義
経
記
』
の
引
用
は
、
共
に
岩
波
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

引
用
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
説
経
集
』
に
よ
る
。

引
用
は
、
近
藤
喜
博
・
貴
志
正
造
編
『
神
道
集
』
（
角
川
書
店
昭
必
〉
所
収
赤
木
文
庫
に
よ
る
。
引
用
部
分
は
他
の
古
本
系
伝
本
お
よ

び
流
布
本
系
伝
本
に
も
み
ら
れ
る
。

「
『
竹
園
抄
』
歌
論
の
生
成
と
発
展
｜
『
玉
伝
集
』
『
阿
古
根
浦
口
伝
』
に
つ
い
て

l
」
（
『
名
古
屋
国
語
国
文
』
日
昭
お
・
日

γ
「『昆

沙
門
堂
本
古
今
集
』
に
か
か
わ
る
秘
伝
書
二
種
」
（
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
五
』
赤
尾
照
文
堂
昭
引
〉

引
用
は
、
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
五
』
（
赤
尾
照
文
堂
昭
臼
）
に
よ
る
。

徳
江
元
正
・
宮
田
和
美
「
〈
翻
刻
〉
『
住
吉
の
本
地
』
（
絵
巻
コ
一
軸
〉
」
（
「
中
世
文
学
』
お
昭
日
・

ω）
の
解
題
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

引
用
は
、
前
掲
注
（
U
〉
に
よ
る
。

引
用
は
、
『
室
町
時
代
物
語
大
成
人
』
（
角
川
書
店
昭
日
〉
に
よ
る
。

引
用
は
、
前
掲
注
（

ω）
に
よ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
「
『
神
宮
文
庫
本
古
今
為
家
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
一
』
赤
尾
照
文
堂

昭
必
〉
参
照
。

引
用
に
際
し
て
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。
内
容
を
同
じ
く
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
今
集
抄
定
家
』
（
一
一
六
六

l
一
一
）
も
ほ
ぼ
同
文

で
、
数
箇
所
用
字
を
異
に
す
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
本
合
二

O
l七
O
七〉。

成
立
が
、
『
延
五
記
』
の
引
用
か
ら
明
応
元
（
一
四
九
二
〉
年
以
後
で
あ
る
こ
と
を
、
注
（
日
）
の
論
考
に
お
い
て
、
片
桐
氏
が
説
い
て
い

る。

昭
必
〉
に
よ
る
。
引
用
部
分

ハ
4
）

『
日
本
書

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（日）
（日〉
（ロ）
（臼）

〈

M
H
）

〈日）

（

M
U
〉

（

W
U
）
 

（叩出）
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（

mw）
 

『
住
吉
縁
起
』
が
、
な
か
な
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
『
玉
伝
深
秘
巻
』
な
ど
は
、

前
掲
注
（
9
〉
の
論
考
で
片
桐
民
が
説
か
れ
る
よ
う
に
「
秘
伝
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
る
秘
伝
」
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
物
語
の
要
素

と
し
て
取
り
込
む
上
で
の
時
期
ゃ
、
『
伊
勢
物
語
』
・
『
奥
義
抄
』
を
そ
の
ま
ま
引
く
こ
と
と
の
位
相
差
は
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
住
吉
の
忘
れ
草
を
綴
る
も
の
に
も
、
そ
れ
を
「
松
」
と
限
定
し
て
い
る
も
の
は
な
く
、
前
節
で
説
い
た
『
古
今
秘
抄
』
の
本
説
と

『
住
吉
縁
起
』
の
物
語
と
の
近
さ
は
認
め
ら
れ
る
か
と
思
う
。

（却）

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


